
 

日
本
共
産
党
は
３
月
、
「
食
料
自
給
率
の
向

上
を
真
剣
に
め
ざ
し
、
安
心
し
て
農
業
に
は
げ

め
る
農
政
へ
の
転
換
を
」
と
し
た
プ
ラ
ン
を
発

表
し
、合
意
を
広
げ
る
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

１９
日
、
同
党
滋
賀
県
委
員
会
は
、
近
江
八
幡

市
内
で
同
党
の
紙
智
子
参
院
議
員
と
Ｊ
Ａ
滋

賀
農
協
中
央
会
役
員
な
ど
を
ゲ
ス
ト
パ
ネ
ラ
ー

に
「
農
業
再
生
と
食
の
安
全
を
考
え
る
つ
ど
い
」

を
開
催
。
会
場
満
席
の
２
百
４
０
人
が
参
加
。

甲
良
町
か
ら
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

て
ゆ
け
る
。
恒
久
対
策
と
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
。
再
生
プ
ラ
ン
で
こ

ん
な
制
度
が
で
き
た
か
ら
い
っ
し
ょ
に
農
業
を
や
ろ
う
と
話
し
た

い
」
な
ど
自
ら
の
実
践
の
気
持
ち
も
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 
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農業再生プラン４つの提言 
１、安心して農業を続けるため価格保障・所得補償を充実
２、家族経営を柱に大規模経営もー 農業を続けたい人すべ
てを応援する 
３、自国民の食料を最優先するのは当然 「食料主権」を保
障する貿易ルールを 
４、消費者と農業者が力をあわせて 「食の安全」と地域農
業の再生を 

紙
参
院
議
員
（
農
水
委
員
）
は
、
米
、

麦
、
大
豆
、
野
菜
、
果
樹
、
家
畜
な
ど
の

農
家
に
育
ち
、
と
自
己
紹
介
。
「
農
業
再

生
プ
ラ
ン
」
の
農
産
物
価
格
保
障
・
所
得

補
償
な
ど
の
骨
子
を
説
明
。
「
食
料
を
め

ぐ
る
国
際
情
勢
が
激
変
し
、
食
料
の
輸
入

は
自
由
で
は
な
い
。
日
本
農
業
の
衰
退
は

大
問
題
で
す
」
と
呼
び
か
け
、
生
産
者
と

消
費
者
の
共
同
を
強
調
し
ま
し
た
。 

  

Ｊ
Ａ
滋
賀
中
央
会
の
深
尾
善
夫
営
農

生
活
部
長
は
「
再
生
プ
ラ
ン
に
基
本
的

に
同
感
。
違
う
点
は
こ
れ
か
ら
深
め
よ

う
。
自
給
率
50
％
と
い
わ
ず
、
も
っ
と
」

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。 

  

50
㌶
の
大
規
模
農
家
、
田
口
源
太
郎

さ
ん
（
彦
根
市
）
は
「
現
状
で
は
後
継

者
も
育
た
な
い
。
放
棄
地
も
増
え
て
い

る
。
今
の
助
成
制
度
は
３
年
間
し
か
な

く
、
見
通
し
が
な
い
。
価
格
保
障
と
所

得
補
償
で
１
俵
、
１
万
８
千
円
と
い
う
米

の
価
格
が
保
障
さ
れ
る
な
ら
、
何
と
か
や
っ

  

道
の
駅
「
愛
東
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
藤
関
明
雄
館
長
は
、
も
と
も
と
、
メ
ロ
ン
、
な
し
、

ぶ
ど
う
の
産
地
と
し
て
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
な
ど

を
紹
介
。
地
元
農
産
物
の
直
売
で
信
頼
を
得
て
き
た

経
験
か
ら
「
安
心
、
安
全
こ
そ
消
費
者
の
強
い
願
い
」

と
指
摘
し
、
昨
年
直
売
所
の
売
り
上
げ
が
４
億
３
千

万
円
あ
っ
た
と
報
告
し
ま
し
た
。 

  

生
活
共
同
組
合
コ
ー
プ
し
が
の
海
老
澤
文
代
理
事

は
「
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
問
題
が
解
決
で
き
た
と
発
表
し

た
日
に
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
が
発
生
。
安
心
な
国
内
産
の

生
産
量
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
環
境
保
全
で
も
再
生

プ
ラ
ン
は
役
立
つ
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。 

最
後
に
紙
参
院
議
員
は
、
国
際
的
な
食
料
不
足
や

冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
で
、
自
給
率
の
向
上
や
食
の
安

全
を
求
め
る
世
論
は
合
意
を
形
成
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
る
。
大
い
に
奮
闘
し
た
い
と
結
び
ま
し
た
。 

藤関館長：他の発言ポイント ◆直売所は規格外・家庭栽
培の販売から始まった◆現在直売所の会員は 300人、平均
年齢 70歳だが、80になっても、農業・ものをつくるという
のは年齢を問わず楽しいもの◆１千万前後の売り上げの方

もあり、300～400万円の方が多い◆「物がなければ外から
仕入れて」との意見もあったが「地元の産物」にこだわった

ことが信頼を得る基になった◆４農家がイチゴ狩り、昨年の

入場 7000人、安定収入の一つ◆中国製ギョーザ事件でお客
さんが増えた◆経営心得は＝人よりも早く出す、人よりも遅

く出す、人が出さないものを出す・・・ 


